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後期高齢者医療制度では、法律により２年ごとに保険料率が改定されます。
平成２２・２３年度の保険料率は、平成２０・２１年度と同率に決められました。

　保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と、被保険者の所得に応じて
　負担する「所得割額」を合計した額となり、すべての被保険者に納付していただきます。

平成２２・２３年度後期高齢者医療制度の保険料率は

『前年度と同じ』で決定しました

行政からのお知らせ　　

平成２２・２３年度の保険料計算方法

年間の保険料
（上限額５０万円）

均等割額
一人あたり ４７，４００円

所得割額
被保険者に係る基礎控除後の
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保険料の軽減
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　残均等割額の減額　
　　　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と、世帯主の総所得金額等の合計額が表のいずれかに
　　該当する場合に、均等割額が軽減されます。

　残所得割額の減額　
　　　所得割額を負担する方のうち、算定の基礎になる所得金額（基礎控除後の総所得金額等）が５８万円以
　　下の方は、「５割軽減」となります。

　残被用者保険の被扶養者であった方の減額　
　　　後期高齢者医療制度に加入する前日に、被用者保険（勤め先の保険）の被扶養者だった方は、所得
　　割額は課されません。また、均等割額が９割軽減されます。（年額４，７００円）

軽減割合軽減後の額（年額）同一世帯の後期高齢者と世帯主の所得状況（総所得金額等）

９割軽減４，７００円３３万円以下で、かつ被保険者全員が年金収入８０万円以下の世帯
（その他各種所得がない方）

８．５割軽減７，１００円３３万円以下

５割軽減２３，７００円３３万円＋（２４．５万円×世帯の被保険者数※）以下
※被保険者である世帯主は除く 

２割軽減３７，９００円３３万円＋（３５万円×世帯の被保険者数）以下


